
（岡
おか

本
もと

太
た

郎
ろう

『自
じ

分
ぶん

の中
なか

に毒
どく

を持
も

て』による）

・解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は HPからダウンロードできます。 URL:http://www.kiv.or.jp

・実
じっしゅうせい

習生からの解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

を各
かくきぎょうさま

企業様にて取
と

りまとめていただき、FAX等
など

で月
げつまつ

末までに本
ほんぶ

部事
じむきょく

務局に送
おく

っていただきます。

　(連
れんらくさき

絡先 FAX078-796-3620　又
また

はメールにて各
かく

担
たんとうしゃ

当者まで ) 

・最
さいこう

高得
とくてんしゃ

点者の中
なか

から抽
ちゅうせん

選で 1名
めい

に QUOカード 1,000 円
えんぶん

分をプレゼント！

【第
だい

十
じゅう

一
いち

回
かい

】日
に

本
ほ ん

語
ご

試
し

験
けん

にチャレンジしよう!

＿＿＿に意
い

味
み

が最
もっと

も近
ち か

いものを１・２・３・４から一
ひ と

つ選
え ら

びなさい。

私
わたし

は、鈴
すず

木
き

さんに同
どう

意
い

します。 

１賛
さん

成
せい

　　　２依
い

頼
らい

 　　　３反
はん

対
たい

　　４ 激
げき

怒
ど

彼
かれ

の欠
けっ

点
てん

は、負
ま

けずぎらいなところです。 

１性
せい

格
かく

　　　２ 長
ちょう

所
しょ

　　　３ 短
たん

所
しょ

　　４ 特
とく

徴
ちょう

今
きょう

日も、安
あん

全
ぜん

に作
さ

業
ぎょう

しましょう。 

１楽
たの

しく　　　２早
はや

く 　　　３ゆっくり 　　　４ 無
ぶ

事
じ

に

お客
きゃく

様
さま

とは、いつもていねいな言
こと

葉
ば

で話
はな

しています。

１変
へん

な　　　２ざつに　　　３ うすい　　　４ 礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しい

問 1

問 2

問 3

問 4

問題 1

（　　　）に入
い

れるのに最
もっと

も良
よ

いものを、次
つ ぎ

の１・２・３・４から一
ひ と

つ選
え ら

びなさい。

先
せん

輩
ぱい

から、「最
さい

近
きん

頑
がん

張
ば

っているね」と（　　　　　）。

１言
い

われました　　　２ 言
い

わされました

３言
い

わせました　　　４ 言
い

ってみました

私
わたし

は日
に

本
ほん

に来
き

たことを後
こう

悔
かい

（　　　　　）。

１していません　　　２ しない予
よ

定
てい

です

３するつもりです　　４ しましょう

日
に

本
ほん

では年
ねん

末
まつ

に（　　　　　）をする場
ば

合
あい

が多
おお

いです。

１盆
ぼん

踊
おど

り　　　２ 卒
そつ

業
ぎょう

式
しき

　　　３大
おお

掃
そう

除
じ

　　　４ 海
うみ

開
びら

き

日
に

本
ほん

では年
とし

が明
あ

けると「（　　　　　）」と言
い

います。

１良
よ

いお年
とし

を　　　　　　　　２明
あ

けましておめでとうございます

３暑
しょ

中
ちゅう

お見
み

舞
まい

申
もう

し上
あ

げます　　４ 合
ごう

格
かく

おめでとう

問 1

問 2

問 3

問 4

問題 2

（　　　）に入
い

れるのに最
もっと

も良
よ

いものを、次
つ ぎ

の１・２・３・４から一
ひ と

つ選
え ら

びなさい。

なくて（　　　）癖
くせ

　※どんな人でも多
おお
かれ少

すく
なかれ何

なに
か癖

くせ
を持

も
っているものだということ

１．三　　　　２．五　　　３．七　　　４．九

早
はや

起
お

きは（　　　）文
もん

の徳
とく

　※早
はや
起
お
きをすると健

けん
康
こう
に良

よ
かったり仕

し
事
ごと
がはかどったりと

　　何
なに
かと良

よ
いことがあるということ

１．二　　　　２．三　　　３．四　　　４．五

（　　　）に睨
にら

まれた蛙
かえる

　※強
きょう
敵
てき
や苦

にが
手
て
なものなどの前

まえ
で恐

おそ
ろしさから身

み
がすくみ、動

うご
けない様

よう
子
す
のこと

１．虎
とら

　　　　２．蛇
へび

　　　３．竜
りゅう

　　　４．狼
おおかみ

柳
やなぎ

の下
した

にいつも（　　　）はいない

　※偶
ぐう
然
ぜん
うまくいったときと同

おな
じやり方

かた
をしてもいつもうまくいくとは限

かぎ
らないということ

１．めだか　　２．金
きん

魚
ぎょ

　　３．どじょう　４．しらす

問 1

問 2

問 3

問 4

問題 3

- 12 -

ぼくは、プライドというのは絶
ぜっ

対
たい

に必
ひつ

要
よう

だと思
おも

う。

自
じ

分
ぶん

がバカであろうと、非
ひ

力
りき

であろうと、そういう

自
じ

分
ぶん

全
ぜん

体
たい

に責
せき

任
にん

をもって、堂
どう

々
どう

と押
お

し出
だ

す。それが

プライドだ。ところが自
じ

尊
そん

心
しん

だとかプライドだとか

いいながら、まるで反
はん

対
たい

のことを考
かんが

えている人
にん

間
げん

が

多
おお

い。

他
た

人
にん

に対
たい

して自
じ

分
ぶん

がどうであるか、つまり、他
た

人
にん

は

自
じ

分
ぶん

のことをどう見
み

ているかなんてことを気
き

にして

いたら、絶
ぜっ

対
たい

的
てき

な自
じ

分
ぶん

というものは（ a ）。プライド

があれば、他
た

人
にん

の前
まえ

で自
じ

分
ぶん

をよく見
み

せようという必
ひつ

要
よう

はないのに、他
た

人
にん

の前
まえ

に出
で

ると、自
じ

分
ぶん

をよく見
み

せ

ようと思
おも

ってしまうのは、その人
にん

間
げん

にコンプレック

スがあるからだ。

大
たい

切
せつ

なのは、（ b-1 ）に対
たい

してでなく、（ b-2 ）に対
たい

してプライドをもつことなんだ。

他
ほか

に対
たい

して、プライドを見
み

せるということは、他
た

人
にん

に基
き

準
じゅん

を置
お

いて自
じ

分
ぶん

を考
かんが

えることだ。そんなものは

本
ほん

物
もの

のプライドじゃない。（ c ）、他
た

人
にん

にバカにされ

ようが、笑
わら

われようが、自
じ

分
ぶん

が生
い

きている手
て

ごたえ

をもつことが、プライドなんだ。

相
そう

対
たい

的
てき

なプライドではなくて、絶
ぜっ

対
たい

感
かん

をもつこと、

それが、ほんとうのプライドだ。このことを（ d ）、

人
にん

間
げん

として純
じゅん

粋
すい

に生
い

きてはいけない。

だから、自
じ

分
ぶん

は未
み

熟
じゅく

だといって悩
なや

んだり、非
ひ

力
りき

をお

それて引
ひ

っ込
こ

んでしまうなんて、よくない。それは

人
にん

間
げん

というものの考
かんが

え方
かた

をまちがえている。という

のは人
にん

間
げん

は誰
だれ

もが未
み

熟
じゅく

なんだ。自
じ

分
ぶん

が未
み

熟
じゅく

すぎて心
しん

配
ぱい

だなどというのは甘
あま

えだし、それは、未
み

熟
じゅく

という

ことをマイナスに考
かんが

えている証
しょう

拠
こ

だ。

（ e ）、弱
よわ

い人
にん

間
げん

とか未
み

熟
じゅく

な人
にん

間
げん

のほうが、はるかに

ふくれあがる可
か

能
のう

性
せい

をもっている。未
み

熟
じゅく

というもの

は運
うん

命
めい

全
ぜん

体
たい

、世
せ

界
かい

全
ぜん

体
たい

を相
あい

手
て

に、闘
たたか

う力
ちから

というもの

をもっている。

a.　①なくなってしまうのだろうか　②なくなってしまったのだろうか

　  ③なくなってしまう　④なくなってしまった

b.　①１自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

/ ２他
ほか

　　②１他
ほか

/ ２自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

　　③１他
ほか

/ ２人
にん

間
げん

　　④１人
にん

間
げん

/ ２他
ほか

c.　①なるほど　　　②再
ふたた

び　　　③それほど　　　④たとえ

d.　①貫
つらぬ

けなかったら　　②貫
つらぬ

けなくても　　③貫
つらぬ

くなら　　④貫
つらぬ

くと

e.    ①他
た

人
にん

にいわせれば　②ぼくにいわせれば　　③そうはいっても　④そうはいうものの

以
い

下
か

の文
ぶ ん

章
しょう

を読
よ

んで問
も ん

題
だ い

に答
こ た

えなさい。問題 4

問


